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教育講演 7 「水戸市胃内視鏡検診」  
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【目的】水戸市個別検診では一次医療機関は手上げ方式の中、2011 年度から 40 歳

以上毎年、2016 年度から 50 歳以上隔年の胃内視鏡検診を全例ダブルチェックの形で

実施している。2013 年度から検診結果用紙を変更し、背景粘膜診断を取り入れた。水

戸市内視鏡検診は対策型検診として何を目指しているかを検証した。 

【対象と方法】検診実績から受診者数、生検数(率)、再検数(率)、発見癌数(率)、発見

癌内訳等を分析した。追跡調査は会員の協力を得ながら実施している。 

【結果】検診受診者数は、2015 年度までは 3,000 人前後、2016 年度以降は 2,000

人前後であった。生検率は 2011 年度 21.5％から 2020 年度 8.1％まで低下し、再検

率は 2011 年度を除き 1％前後であった。全体の要精検率は 2015 年度から 10％前

後、癌発見率は0.5％前後であった。背景粘膜診断の未記載率は、2013年度は52%、

2016 年度は 1％であった。 

【考察】ダブルチェックを通じ、一次医療機関における背景粘膜診断が進んだ。水戸市内視

鏡検診は内視鏡切除可能な癌の発見を通じての胃癌死亡減少を目指している。 


